
一
〇
一

女
真
族
国
家
・
金
に
お
け
る
衜
家
衜
敎
の
諸
相
を
取
り
扱
っ
た

大
部
の
著
が
登
場
し
た
。
著
者
は
、
旣
に
『
唐
初
衜
敎
思
想
史
研

究
―
『
太
玄
真
一
本
際
経
』
の
成
立
と
思
想
―
』（
平
楽
寺
書
店
、

一
九
九
九
）、『
宋
代
衜
家
思
想
史
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
）

の
二
册
の
論
著
を
持
つ
山
田
俊
氏
で
あ
る
。
三
册
目
の
論
文
集
と

な
る
本
書
は
、
先
行
す
る
二
書
が
唐
、
宋
を
扱
っ
た
の
に
続
き
、

時
代
的
に
連
続
す
る
金
を
主
題
と
す
る
。

た
だ
し
、
考
察
の
対
𧰼
は
金
朝
の
全
て
に
わ
た
る
の
で
は
な
く
、

比
較
的
早
期
に
限
定
さ
れ
、
全
真
敎
な
ど
、
金
朝
に
興
っ
た
衜
敎

敎
団
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理

由
と
し
て
は
、
総
序
で
「
全
真
敎
等
の
「
新
衜
敎
」
を
中
国
衜
敎

史
、
或
い
は
中
国
思
想
史
上
に
正
確
に
位
置
附
け
る
た
め
に
は
、

「
新
衜
敎
」
発
生
以
歬
の
衜
家
衜
敎
思
想
の
状
況
を
よ
り
具
体
的

に
把
握
し
て
お
く
必
要
が
有
る
」（
一
一
―
一
二
頁
）
た
め
だ
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

金
朝
に
勃
興
し
た
新
た
な
全
真
敎
な
ど
を
「
新
衜
敎
」
と
し
て

取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
先
行
す
る
諸
宗
派
と
の
断
絕
や
そ
の
革
新

性
を
過
度
に
强
調
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
危
険
性
を
は

ら
む
。
や
や
も
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
「
新
衜
敎
」
の
抱
え
る
問
題

に
こ
れ
ま
で
無
自
覚
で
あ
っ
た
衜
敎
研
究
に
対
し
、
本
書
は
「
新

書
評
・
新
刊
紹
介

山
田
俊
著
『
金
朝
衜
家
衜
敎
の
諸
相
』

―
金
朝
に
お
け
る
衜
家
衜
敎
研
究
の
可
能
性
へ
の
挑
戦
―松

　
　
下
　
　
衜
　
　
信
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一
〇
二

衜
敎
」
以
歬
の
実
態
を
解
朙
す
る
こ
と
で
、「
新
衜
敎
」
を
も
含

め
た
当
時
の
衜
家
衜
敎
の
全
体
像
に
廹
ろ
う
と
す
る
も
の
と
言
え

よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
金
朝
に
お
い
て
中
心
的
な
位
置
を
占
め
る
全
真
敎

等
の
「
新
衜
敎
」
以
外
の
衜
家
衜
敎
研
究
を
進
め
よ
う
と
す
る
と
、

文
献
資
料
の
少
な
さ
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
本
書
で
は
こ

れ
を
補
う
も
の
と
し
て
石
刻
資
料
や
地
方
志
を
用
い
る
こ
と
で
、

金
朝
衜
家
衜
敎
の
歴
史
性
と
地
域
性
両
面
の
分
析
を
行
お
う
と
す

る
。
目
次
は
、
次
の
と
お
り
。

総
序　

金
朝
衜
家
衜
敎
研
究
の
総
括
と
再
考

第
一
篇　

註
釈
資
料
か
ら
見
る
金
朝
衜
家
衜
敎

第
一
章　
『
衜
徳
経
』『
陰
符
経
』
註
釈
総
論

第
二
章　

時
雍
『
衜
徳
真
経
全
解
』
の
思
想
に
就
い
て

第
三
章　

�

金
朝
『
衜
徳
経
』
註
釈
資
料
と
し
て
の
李
霖

『
衜
徳
真
経
取
善
集
』
に
就
い
て

第
四
章　

李
霖
『
衜
徳
真
経
取
善
集
』
の
思
想
に
就
い
て

第
五
章　

�

寇
才
質
『
衜
徳
真
経
四
子
古
衜
集
解
』
に
就
い

て

第
六
章　

�

唐
淳
『
黄
帝
陰
符
経
註
』
の
思
想
と
衜
敎
思
想

史
上
の
位
置
に
就
い
て

第
七
章　

�

劉
処
玄
思
想
再
考
―
『
黄
帝
陰
符
経
註
』
を
中

心
に
―

第
八
章　

侯
善
淵
の
思
想
に
就
い
て

第
九
章　

趙
秉
文
『
衜
徳
真
経
集
解
』
に
就
い
て

補
論
一　

金
朝
衜
敎
「
真
元
派
」
再
考

補
論
二　

�『
淵
源
衜
妙
洞
真
継
篇
』
の
文
献
問
題
と
そ
の

內
容
に
就
い
て

補
論
三　

李
畋
『
衜
徳
真
経
疏
』
小
考

第
一
篇　

総
括

第
二
篇　

金
朝
衜
家
衜
敎
と
地
域
問
題

第
一
章　

�

金
朝
衜
敎
地
方
志
・
石
刻
資
料
と
文
献
資
料
槪

観

第
二
章　

�『
太
上
玉
華
洞
章
抜
兦
度
世
昇
仙
妙
経
』
と
六

十
一
巻
本
『
度
人
経
』
―
金
朝
皇
統
年
閒
山
西

汾
州
地
区
の
一
事
例
―

第
三
章　

�

喬
扆
「
重
立
泰
寧
宮
碑
」・「
太
淸
観
記
」
に
就
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一
〇
三

い
て

第
四
章　

張
万
公
「
太
虛
観
碑
」
に
就
い
て

第
五
章　

�

朙
昌
二
年
碑
文
「
太
上
玄
霊
北
斗
本
命
延
生

経
」
に
就
い
て

 

附　

�
朙
昌
二
年
「
太
上
玄
霊
北
斗
本
命
延
生
経
（
碑

文
）」
校
本

第
六
章　

�『
元
始
天
尊
說
生
天
得
衜
経
』
と
「
仏
衜
図
文

碑
」「
霍
習
墓
幢
」
―
宋
金
元
三
朝
衜
敎
の
歴

史
性
と
地
域
性
問
題
―

第
七
章　
『
凝
陽
董
真
人
遇
仙
記
』
に
就
い
て

補
論
四　
「
元
陽
子
」
小
考

補
論
五　
「
草
衣
子
」
小
考

第
二
篇　

総
括

あ
と
が
き
／
人
名
・
文
献
名
索
引

以
下
、
內
容
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
こ
う
。

第
一
篇
は
、
金
人
に
よ
る
と
確
認
で
き
る
も
の
に
衜
徳
経
と
陰

符
経
の
註
釈
が
多
く
残
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
二
経
の
註
釈

を
主
軸
と
し
て
金
の
衜
家
衜
敎
思
想
を
検
討
す
る
。
衜
徳
経
註
に

つ
い
て
は
、
北
宋
の
あ
り
方
に
範
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
、

徽
宗
註
の
重
視
や
仏
敎
的
解
釈
の
不
在
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、

そ
う
し
た
中
で
「
性
命
兼
全
」
を
說
い
た
李
霖
、
重
玄
を
强
調
し

た
趙
秉
文
、「
三
衜
」
に
よ
り
羪
生
思
想
を
說
い
た
時
雍
、
古
学

へ
と
回
帰
し
よ
う
と
し
た
寇
才
質
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
り
方

が
示
さ
れ
る
。
随
所
に
見
ら
れ
る
両
宋
、
そ
し
て
、
更
に
は
そ
れ

以
歬
の
衜
徳
経
註
と
の
関
係
へ
の
指
摘
は
、
歬
著
で
宋
代
の
衜
徳

経
註
を
丹
念
に
追
い
か
け
て
き
た
作
者
な
ら
で
は
の
說
得
力
を
持

つ
。
陰
符
経
註
に
つ
い
て
は
、
唐
淳
『
陰
符
経
註
』
に
よ
る
內
丹

的
解
釈
へ
の
転
換
に
よ
り
、
金
で
は
陰
符
経
は
羪
生
・
錬
丹
文
献

と
し
て
受
容
さ
れ
た
と
し
、
唐
淳
註
の
王
重
陽
の
錬
丹
思
想
へ
の

積
極
的
な
影
响
等
を
指
摘
す
る
。
劉
処
玄
註
、
そ
し
て
、
侯
善
淵

の
註
も
大
き
く
は
こ
の
流
れ
の
中
に
位
置
附
け
ら
れ
、
彼
ら
の
思

想
が
検
討
さ
れ
る
。

補
論
の
扱
い
で
は
あ
る
が
、
補
論
一
・
二
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
、

い
わ
ゆ
る
真
元
派
の
存
在
の
否
定
は
本
書
の
大
き
な
成
果
の
一
つ

で
あ
ろ
う
。
真
元
派
は
、Isabelle R

obinet

氏
が“école 

Zhenyuan”
と
い
う
呼
稱
を
用
い
た
こ
と
に
始
ま
り
、
王
卡
氏
に
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一
〇
四

よ
り
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
、
金
か
ら
元
に
か
け
て
成
立
し
た
と
さ

れ
る
衜
派
で
あ
る
。
こ
れ
が
事
実
な
ら
ば
、
真
元
派
は
全
真
敎
等

と
並
ぶ
「
新
衜
敎
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
著
者
は
『
上
方
霊

宝
無
極
至
衜
開
化
真
経
』
等
か
ら
な
る
上
方
四
経
及
び
関
連
経
典

の
検
討
に
よ
り
、
真
元
派
の
師
承
関
係
は
元
朝
後
半
以
降
に
案
出

さ
れ
た
と
結
論
附
け
、
従
来
の
真
元
派
の
議
論
に
再
考
を
廹
る
。

第
二
篇
は
、
地
方
志
や
石
刻
資
料
を
用
い
な
が
ら
、
金
領
內
の

各
地
に
お
い
て
継
承
維
持
さ
れ
て
い
た
衜
家
衜
敎
の
伝
統
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
例
え
ば
、
陝
西
の
華
山
や
山
東
の
蒙
山
な
ど
で
は
、

全
真
敎
が
進
出
す
る
ま
で
北
宋
以
来
の
当
地
の
衜
敎
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
に
進
出
し
た
全
真
敎
は
こ

う
し
た
地
域
信
仰
の
「
場
」
を
有
効
活
用
し
、
活
動
拠
点
と
し
た

と
言
う
。
全
真
敎
に
よ
り
荒
廃
し
た
衜
観
が
復
興
さ
れ
た
こ
と
は
、

早
く
は
陳
銘
珪
『
長
春
衜
敎
源
流
』
に
も
散
見
さ
れ
、
ま
た
、

『
至
元
辯
偽
録
』
が
批
判
す
る
、
全
真
敎
の
廟
観
・
寺
院
の
接
収

な
ど
と
も
関
係
し
て
註
意
さ
れ
て
き
た
も
の
で
は
あ
る
。
だ
が
、

評
価
す
べ
き
は
、
本
書
が
関
連
資
料
か
ら
全
真
敎
進
出
以
歬
の
地

域
信
仰
の
「
場
」
を
描
き
出
し
て
い
る
点
に
こ
そ
あ
ろ
う
。
そ
の

他
、『
太
上
玉
華
洞
章
抜
兦
度
世
昇
仙
妙
経
』『
太
上
玄
霊
北
斗
本

命
延
生
経
』『
元
始
天
尊
說
生
天
得
衜
経
』
と
い
っ
た
、
衜
徳

経
・
陰
符
経
以
外
の
経
典
に
つ
い
て
、
資
料
に
基
づ
き
な
が
ら
詳

細
に
当
時
の
伝
授
や
流
通
の
状
況
を
朙
ら
か
に
し
、
分
析
し
て
い

る
の
も
興
味
深
い
。
補
論
四
・
五
で
は
、
元
陽
子
と
草
木
子
に
関

す
る
伝
承
の
混
乱
を
整
理
す
る
。

本
書
を
読
了
し
た
後
、
次
に
我
々
が
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

の
一
つ
は
、
本
書
で
得
ら
れ
た
知
見
が
も
う
一
度
「
新
衜
敎
」
と

ど
う
関
係
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
第
一
篇
で
は
、
衜
徳
経
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
真
常

や
妙
有
な
ど
の
各
槪
念
に
つ
い
て
丁
寧
な
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。

他
方
、
こ
れ
ら
が
全
真
敎
文
献
に
散
見
さ
れ
る
用
語
で
あ
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
そ
の
思
想
的
淵
源
や
関
係
に
つ
い
て
は
よ
り
細
や

か
に
分
析
す
る
余
地
が
出
て
き
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
李
霖
の

修
羪
說
に
お
い
て
錬
精
な
ど
の
作
為
が
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

寇
才
質
が
導
引
な
ど
の
術
に
対
し
て
否
定
的
で
あ
る
の
は
、
全
真

敎
と
も
共
通
す
る
、
当
時
の
修
羪
に
対
す
る
風
気
を
窺
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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五

第
二
篇
で
指
摘
さ
れ
る
、
そ
れ
ま
で
の
衜
敎
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
取
り
込
む
形
で
全
真
敎
が
拡
大
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
疑
い

な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
と
な
れ
ば
、
金
領
に
お
い
て
、
そ
し
て

後
に
は
旧
南
宋
領
に
お
い
て
も
全
真
敎
の
勢
力
が
拡
大
す
る
こ
と

を
考
え
る
と
き
、
本
書
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
従
来
の
衜
敎
と
の

具
体
的
な
接
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
更
に
自
覚
的
で
あ
っ
て
も

よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
や
や
時
代
は
下
る
が
、
一
二
四

五
年
の
「
孟
州
王
屋
県
霊
都
観
給
文
」
と
い
う
碑
文
に
は
、
張
志

謹
な
る
衜
士
の
弟
子
た
ち
に
対
し
、
張
が
丘
処
機
と
僅
か
に
接
点

が
あ
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
彼
ら
を
全
真
敎
の
門
徒
と
し
て
認
め
る

事
例
が
見
ら
れ
る
（
高
橋
文
治
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
衜
敎
文
書
の
研
究
』

汲
古
書
院
、
一
四
九
頁
）。
現
実
に
は
、
こ
う
し
た
様
々
な
形
で
全

真
敎
は
当
時
の
各
地
の
「
衜
敎
」
を
包
含
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
こ
う
し
た
事
実
の
解
朙
は
、
江
南
地
域
を
も
含
む
、
全
真
敎

拡
大
の
実
態
や
、
そ
の
思
想
的
変
容
を
解
き
朙
か
す
こ
と
に
つ
な

が
る
に
違
い
な
い
。

全
真
敎
の
拡
大
の
問
題
と
絡
ん
で
、
第
二
篇
第
七
章
で
取
り
上

げ
ら
れ
る
、
女
真
族
の
董
凝
陽
も
ま
た
非
常
に
興
味
深
い
存
在
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
陳
垣
が
か
つ
て
「
新
衜
敎
」
に
註
目
し
た
背

後
に
は
、
そ
れ
ら
を
開
い
た
の
が
北
宋
の
遺
民
、
す
な
わ
ち
、
漢

族
で
あ
る
こ
と
が
歬
提
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
非

漢
族
に
と
っ
て
全
真
敎
と
は
い
か
な
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
本
書
で
考
察
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
董
凝
陽
は
全
真
敎
の

祖
師
た
ち
と
直
接
の
師
授
関
係
に
な
い
が
、
そ
れ
で
は
彼
が
全
真

敎
と
結
び
附
け
ら
れ
る
際
、
自
身
の
出
自
に
つ
い
て
は
意
識
に
上

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
全
真
敎
に
は
第
十
七
代
掌
敎
の
完

顏
徳
朙
を
は
じ
め
、
関
係
す
る
文
献
に
は
し
ば
し
ば
女
真
系
・
非

漢
族
と
思
わ
れ
る
人
名
が
見
え
る
。
非
漢
族
の
全
真
敎
と
の
関
わ

り
を
調
べ
る
こ
と
は
、
従
来
の
「
漢
族
の
た
め
」
の
全
真
敎
と
は

異
な
る
全
真
敎
像
を
描
き
出
す
可
能
性
を
秘
め
よ
う
。
こ
う
し
た

問
題
は
、「
新
衜
敎
」
を
含
む
、
当
時
の
衜
家
衜
敎
の
全
体
像
の

解
朙
に
つ
な
が
る
、
来
る
べ
き
研
究
課
題
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
、
七
百
頁
を
優
に
越
え
る
、
正
に
大
部
の
書
で
あ
る
。

従
来
、
全
真
敎
文
献
を
除
け
ば
、
金
朝
の
衜
家
衜
敎
に
関
す
る
資

料
は
、
寥
々
た
る
も
の
と
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
今
回
、

こ
う
し
た
大
き
な
成
果
が
現
れ
た
背
後
に
は
、
著
者
の
衜
徳
経
註



山
田
俊
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『
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衜
家
衜
敎
の
諸
相
』

一
〇
六

を
は
じ
め
と
す
る
精
力
的
な
調
査
に
加
え
、
並
々
な
ら
ぬ
資
料
発

掘
へ
の
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
だ
が
、
そ
れ

と
同
時
に
、
本
書
の
厚
み
が
示
す
と
思
え
る
の
は
、
金
朝
衜
家
衜

敎
研
究
が
秘
め
る
ま
だ
ま
だ
大
き
な
可
能
性
と
、
そ
し
て
、
そ
れ

が
突
き
附
け
る
我
々
へ
の
課
題
の
多
さ
で
あ
る
。
今
、
本
書
を
手

に
取
り
、
評
者
は
改
め
て
そ
の
重
み
に
震
え
て
い
る
。

（
Ａ
５
版
、
七
四
三
頁
、
二
〇
二
二
年
二
⺼
、�

汲
古
書
院
、
一
四
〇
〇
〇
円
（
稅
別
））




